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高大連携による「Hokkaido Study Abroad Program」  令和８年度(2026年度) 

 

道立高校等の生徒の道内大学への派遣・交流事業（北星学園大学会場） 

 

１.目的 

道立高校等の生徒を道内大学に派遣し、同大学の留学生との英語によ  

る交流や、大学の講義受講、研究室訪問等を通して、英語によるコミュ  

ニケーション力の向上を図るとともに、国際的な視野を育み、海外と積 

極的に交流しようとする意欲の向上を図る。 

  

２.主催 

北海道教育委員会、北星学園大学 

 

３.実施時期 

令和８年(2026年)７月６日（月) 

 

４.実施場所 

北星学園大学 

 

５.参加者 

全道の道立高校 20校、50名（１年次１名、２年次 10名、３年次 39名）が参加 

 

６.日程 

時  間 内    容 

9:00-9:10 開会式・オリエンテーション 

9:10-10:00 
【留学生との文化交流】 

〈北海道札幌東高等学校 中丸希之教諭、北星学園大学留学生８名〉  

10:00-11:50 

【講義・ワークショップ】 

「Create for Someone Else: A Global Team Challenge 

（他者のためにデザインする：グローバルチームチャレンジ）」 

〈北星学園大学国際学部グローバルイノベーション学科 ロバート・トムソン准教授、 

北星学園大学留学生８名、道立高校 ALT10名〉 

11:50-12:00 留学生との写真撮影 

12:00-13:00 留学生との昼食 

13:00-14:00 

【大学生との交流】 

「大学生と考えるコミュニケーションの重要性」 

〈北星学園大学学生８名〉 

14:10-15:40 

【ワークショップ】 

「英語で考え、英語で伝える自分の未来」 

〈北海道札幌東高等学校 中丸希之教諭、道立高校 ALT10名〉 

15:40-16:00 リフレクション・閉会式 
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事業の様子 

今年で２回目を迎えた北星学園大学会場の「Hokkaido Study Abroad Program」。当日は朝から

夏らしい青空が広がり、昨年度の 30名を大きく上回る 50名の生徒が参加しました。開会前は緊

張した表情も見られましたが、初めて出会う仲間や留学生との交流への期待から、会場にはわく

わくした雰囲気が広がる中、開会式を迎えました。 
 

【留学生との文化交流】 

英語によるアイスブレイクの後、北海道札幌東高等学校 中丸 希之 教諭を講師として、留

学生との交流活動を行いました。参加者は、自分の住む町などについて、事前に準備してきたス

ライドを活用して留学生に英語で説明しました。参加者からは、「拙い英語だが自分のことを伝

えようと努力したことで、今まではあった外国の人に面と向かって話す際の恐怖心がなくなっ

た。」などの感想がありました。 

 

 

【講義・ワークショップ】「Create for Someone Else: A Global Team Challenge 

（他者のためにデザインする：グローバルチームチャレンジ）」 

北星学園大学国際学部のロバート・トムソン准教授を講師に、英語による探究的なワークショ

ップを実施しました。「Design Thinking（相手が本当に困っていることやその解決策を考え、試

行錯誤を重ねながら改善していく手法）」をテーマに、留学生や ALTと英語でコミュニケーショ

ンを図りながら、相手が必要とする機能を備えた財布を作成しました。参加者からは、「硬貨や

紙幣があまり使われない国の留学生へのインタビューを行った。財布にはその国の現状が反映さ

れるため、文化や価値観の違いを感じることができた。」などの感想が寄せられました。 
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【昼食】 

記念撮影の後は、留学生や ALTを交えて昼食交流を行いました。参加者は、食事を囲みながら

英語で会話を楽しみ、文化や学生生活について理解を深めました。自然な交流を通して、海外の

人々と積極的にコミュニケーションを図ろうとする意欲が一層高まりました。留学生の皆さん、

御協力いただきありがとうございました。 

 

 

【大学生との交流】「大学生と考えるコミュニケーションの重要性」 

 北星学園大学の８名の学生が主体となり、自身の留学経験を英語で発表しました。「英語を学

ぶことはゴールではなく、英語を通して学び、自分の可能性や世界を広げてほしい」というメッ

セージが参加者に届けられました。参加者からは、「自信をもって、迷っていたら行動すること

が大事だと思った」、「現役大学生の流暢な英語と真摯な姿勢に感銘を受け、大学への進学意欲

が高まった。」などの感想がありました。 

 

 

【ワークショップ】「英語で考え、英語で伝える自分の未来」 

北海道札幌東高等学校 中丸 希之 教諭を講師として、将来海外を訪問した際に起こりえる

人種差別の存在や具体的な事件について動画を見ながら学習しました。その後、「What can we 

do to create a more inclusive society?」についてディスカッションを行い、自分の意見を伝

え合うことを通して、世界とつながる自分の未来について考えを深めました。参加者からは、「普

段は触れないような世界の差別や外国人が差別と誤解しやすい日本人のマナーについて知ること

ができて、差別に対する自分の考えをもつことができた。」、「このプログラムでの最大の目標

である『自分の考えを英語で表現すること』にチャレンジできた。」といった感想がありました。 
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【閉会式】 

閉会式では、参加者代表から感想が述べられた後、北海道教育委員会から参加者へ修了証が授

与されました。最後に、北星学園大学国際教育センター 片岡 徹 センター長から、「Be 

Inquisitive（好奇心旺盛であれ）を胸に、失敗を恐れず新しいことに挑戦し、探究的な学びを続

けてほしい。」とのメッセージが贈られ、プログラムを締めくくりました。 

 

 

閉会式を終え、会場を後にする参加者の姿は、朝の少し緊張した表情とは明らかに違って見え

ました。未来は、いつも小さな一歩から始まります。この日の出会いと言葉、そして英語で考え、

伝えた経験が、数年後に「あの日が始まりだった」と振り返ることのできる１日になっていれば

幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加者からの感想（一部抜粋）】 

 

◯ 英語を話すことへの不安はあったが、留学生が最後まで耳を傾けてくれたおかげで、自分の

英語でも伝わるという自信につながった。 

◯ 英語を学ぶことが目標になっていたが、『英語を使って何をしたいのか』を考えるきっかけ

になった。  

◯ 大学生の留学体験から、留学は特別な人のものではなく、自分から一歩踏み出すことで実現

できるものだと感じた。  

◯ 他校の高校生や留学生との交流を通して、自分とは異なる価値観や考え方に触れ、視野が大

きく広がった。  

◯ 留学生や ALTとの会話では、単語だけでは伝わらないこともあったが、伝えようと工夫する

ことの楽しさを実感した。 

◯ このプログラムを通して、自分の将来や夢を英語で語ることができた。将来の目標が以前よ

りも具体的になった。 


